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懐かしい遊びと餅つきであったか交流！
1 ，月22目白、．歳末たすけあい事業”として、別海中央公民館におい

て「ふれあいもちつき」を開催。

福笑い、あやとり、お手玉、ゴムとぴ、餅つきにはしゃぐ子供たちと、

見守る大人のにとやか芯顔がそとととにあふれました。

(7ページをご覧ください）

＠別海社協だより
社協だより「ふれあしリは赤い羽根共同募金の一部助成を受l才て発行しています

置亙祉会働措人別海町社会福祉協議会
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
町
民
の
皆
様
方
、
関
係
諸
国
体

の
方
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
並
び

に
種
々
の
福
祉
活
動
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

多
大
怒
る
と
協
力
と
ご
支
握
を
賜
り
、
さ

ら
に
漂
い
と
理
解
の
下
、
当
社
協
の
運
曽

に
欠
か
世
怠
い
社
豊
富
費
、
寄
付
金
、
共

同
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
厚
く
お
礼
と
感
謝
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
消
費
税

の
引
き
上
げ
、
思
い
も
寄
ら
ぬ
想
定
外
の

自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
暴
風
や
水

害
、
土
砂
崩
れ
や
火
山
噴
火
に
よ
る
被
災

に
悩
ま
さ
れ
多
難
芯
年
で
も
あ
り
ま
し
た
．

ま
た
、
家
庭
環
境
の
変
化
に
加
え
、

人
々
の
生
活
意
識
が
多
様
化
し
、
虐
待
や

殺
人
な
ど
の
事
件
が
発
生
し
、
社
会
福
祉

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
を
基
盤
と
し
た
福
祉

之』

の
推
進
が
必
要
と
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
、
そ
の
担
い
手
と
怠
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
恕
乙
と
か
ら
、
社
協
と
い
た

し
ま
し
て
も
子
供
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い

の
あ
る
方
に
至
る
誰
も
が
安
心
し
て
暮
5

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
境
福
祉

の
進
展
と
充
実
を
因
。
、
町
民
が
主
体
と

怠
っ
た
組
織
づ
く
り
に
努
め
、
地
域
福
祉

の
課
題
を
少
し
で
も
前
進
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
と
と
も
に
、
各
種
事
業
の
推
進
に

努
め
て
参
り
ま
す
．

特
に
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
年
も
地
棋
に
出
向
き
災
害

時
の
対
応
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
懇
談
、

実
璽
守
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
相
談

体
制
の
強
化
、
さ
ら
に
は
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
、
権
利
擁
護
守
、
と
れ
か
5
も

地
域
住
民
主
体
と
し
た
在
宅
福
祉
の
推
進
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
福
祉
教
育
、
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
等
、
地
域
福
祉
を
基
本

理
念
と
す
る
行
政
、
福
祉
団
体
、
町
内
会
、

民
生
委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
連
携
し
、
地
域
全
体
で
支
え
あ
う
地

域
福
祉
活
動
を
引
き
続
き
展
開
し
怠
け
れ

ば
な
5
怠
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

4
月
か
ら
の
介
護
保
険
制
度

改
正
に
お
い
て
、
予
防
給
付
の
訪
問
介
護

及
び
通
所
介
護
に
つ
い
て
、
全
国
一
律
の

基
準
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
か
5
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
市
町
村
が
効
率
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
る
新
た
芯
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
へ
と
移

行
さ
せ
る
と
と
も
に
、
多
種
な
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
社
協
は
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
、
と
の
改

革
を
高
齢
者
の
生
活
を
地
域
で
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
を
す
る
も
の
と
と
ら
え
、
新

た
芯
地
域
支
撮
事
業
に
お
い
て
役
割
を
発

揮
し
て
い
か
怠
け
れ
ば
芯
ら
芯
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ム一
A

木

征

俊

村

長
怠
お
、
当
社
協
が
実
施
し
て
お
り
ま
す

訪
問
介
護
事
業
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
、

訪
問
入
浴
介
護
事
業
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
と
し
て
、
利
用
者
が
安
心
で
き

る
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
、
町
か
ら
の
受
託
事
業
は
じ

め
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理
経
営
等
の

向
上
に
、
さ
ら
に
一
眉
努
力
を
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
．

本
年
も
地
域
全
体
で
支
え
あ
う
住
民
活

動
を
推
進
し
「
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
福
祉

の
ま
ち
」
を

E
t地
蛾
住
民
、
町
内
会
、

関
係
団
体
、
行
政
と
協
調
、
協
働
し
、
一

体
と
な
り
、
役
職
員
一
同
当
面
す
る
課
題

に
対
応
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
変
わ

ら
ぬ
と
理
解
と
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．

皆
様
の
ご
健
勝
と
と
多
幸
を
心
か
ら
と

念
願
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。



サイエンスショ国
防災工ンスショー
（防災サイエンス）

科学実IU~:i

旧
月
白
日
錦
、
別
海

町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

に
て
第
犯
回
別
海
町
社

会
福
祉
大
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
．

式
典
で
は
、
保
護
司

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

者
等
へ
別
海
町
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
表
彰
及

び
感
謝
状
を
贈
呈
し
、

功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
せ
ん

だ
い
泉
エ
フ
エ
ム
放
送

株
式
会
社
取
締
役
事
業

部
長
の
阿
部
清
人
氏
が
、

東
日
本
大
震
災
の
経
験

を
解
説
し
、
地
震
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
防
災
に
役

立
つ
ト
ピ
ッ
ク
に
科
学

実
験
を
交
え
た
、
防
災

＋
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
l

H

「
防
災
工
ン
ス
シ
ョ

l
」
と
題
し
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
彰
者
の
皆
様
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

－a影さ
れ
た
方
々
（
敬
称
号

＠
別
海
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

保
隆
司
活
動
功
労

田

中

忠

敏

様

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

大

沼

捷

代

様

角

田

信

子

様

池

田

を

み

子

様

－
別
海
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
樹

高
額
寄
付
（
早
成
笥
年
度
）

政

鈴

木

ス

ヲ

ヱ

様

蔵
小
山
内
サ
ヨ
様

西

田

仁

様

木

村

也

寸

志

様

被

木

原

陸

犠

農
事
組
合
法
人

ヤ
マ
ギ
シ
ズ
ム
生
活

北
海
道
別
海
実
顕
地
穣

．
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
膨

社
協
役
員

原

田

岡

様

（
北
海
道
社
会
福
祉
大
会

式
典
に
て
受
彰
）

西田仁さん

~Q,Q,~81aPf/Q,J滅泡守。
会

長

木

副

会

長

原

副

会

長

加

理

事

及

理

事

臼

理

事

鈴

理

事

首

理

事

浅

理

事

神

理

事

佐

理

事

鈴

僧
務
連
事
伊
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平
素
よ
り
、
共
同
募
金
運
動
の
活
動
に

対
し
心
温
か
い
と
理
解
の
も
と
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
旧
月
1
日
よ
り
実
施
致
し
ま
し

た
『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
に
お
き

ま
し
て
は
、
全
町
民
の
皆
様
、
企
業
関
係
、

学
校
、
老
人
ク
ラ
フ
、
職
域
、
街
頭
募
金

芯
ど
に
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
北
海
道

共
同
募
金
会
に
納
め
た
後
、
審
査
委
員
会

の審査を経て、平成幻年度に福祉団

体や施設等へ助成し、地域福祉の

様々砿事業に活用させていただきま
す。

また、抱月1日から実施した歳末
たすけあい運動につきましでも、職

場・団体芯どからと協力いただき誠

にありがとうございました。

皆様の善意は、社協を通じて蔵末

見舞金として町内の生活困窮世帯、

障がい者グループホーム、出規模作

募金種別 件 数 金額（円）

戸 BIJ 1.685件 1.089.236 
街 頭 3件 26,664 

法 人 342件 1.670,500 
学 校 7件 48,468 
興 行 4件 8,613 
団 体 1件 4,740 
募金箱 0件 。
合 計 2,042件 2,848,221 

一j鶴来チャリティー別海町力ラオク連絡協強会後

赤い羽根共同募金
別海中央中学校磁

業
所
、
特
別
支
援
教
育
推
進
委
員
会
怠
ど

へ
お
贈
り
し
ま
し
た
。

後
日
改
め
て
、
各
募
金
の
結
果
を
と
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

土』

己



別
海
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登

録
す
る
「
す
す
ら
ん
ワ
ン
デ
l
サ
ー
ビ
ス

の
会
」
（
三
友
盛
行
会
長
）
が
第
沼
田
道
新

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奨
恩
貝
を
受
賞
し
ま
し
た
。

と
の
貨
は
、
道
内
の
地
域
福
祉
向
上
に

寄
与
す
る
団
体
に
北
海
道
新
聞
社
よ
り
贈

5
れ
る
も
の
で
、
日
月
2
日
に
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
愛
ラ
ン
ド
北

海
道
2
0
1
4
mさ
っ
ぽ
ろ
の
席
上
に
て

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

受
賞
し
た
事
務
局
の
横
尾
さ
ん
は
、

「
乙
ん
砿
に
素
晴
ら
し
い
貨
を
い
た
だ
き

光
栄
で
す
．
今
後
も
今
回
の
受
賞
に
恥
じ

な
い
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
．

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
を
広
く
町
民
の

方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
非

常
食
炊
出
し
実
演
を
通
じ
、
災
害
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
部
年
9
月
白
日
曲
、
別
海
町
産
業
祭

会
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

非
常
食
の
無
料
試
食
を
実
施
し
、
非
常

食
の
重
要
性
や
調
理
法
等
を
理
解
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
炊
き
出
し
釜
で
豚
汁
を
作
り
1

杯
2
0
0円
、
非
常
食
を
1
パ
ッ
ク
1
0

0
円
で
販
売
し
、
併
せ
て
募
金
箱
も
設
置

し
、
売
上
及
び
募
金
の
全
額
（
3
4、

9
4
6
B
を
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と

し
て
送
り
ま
し
た
。

一会
員
研
修
舎
を
開
催

一

別
海
町
身
体

障
が
い
者
福
祉
患
冨

会
員
同
士
の
交
流
と
別
海
町
の
障
が
い

者
福
祉
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、

今
年
度
も
会
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
オ
ー
ク
で
は
、
美
味
し
い
ケ
ー

キ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

目
々
の
仕
事
と
障
が
い
者
の
働
く
場
所
と

し
て
の
役
割
に
つ
い
て
お
話
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

郷
土
資
料
館
と
加
賀
家
文
書
館
で
は
別

海
町
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た。
会
員
か
ら
は
、
「
別
海
町
の
障
が
い
者

福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
い
い
機
会
と
怠
っ

た
」
司
別
海
町
の
歴
史
を
知
る
乙
と
が
で

き
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞

か
れ
意
義
あ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

別
海
町
身
体

障
が
い
者
福
祉
盤
冨

別
海
町
・
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
で
は
、

会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

別
海
町
に
お
住
ま
い
で
満
旧
歳
以
よ
の

身
体
障
が
い
の
あ
る
方
（
身
体
障
が
い
者

手
帳
保
持
者
）
な
5
ど
芯
た
で
も
入
会
い

た
だ
悶
ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
、
ま
た
、
当
会
に
輿

昧
が
あ
る
方
は
芯
気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

※
年
会
費
2
、
0
0
0円

事
務
局
／
別
海
町
別
海
西
本
町
お
番
地

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

圃

0
1
5
3
1
7
5
1
2
1
4
8

圃

0
1
5
3
1
7
5
1
0
4
5
7
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m月
1
日
に
別
海
町
民
生
委
員
児
童
委

員
連
絡
協
議
会
高
齢
者
部
会
、
お
日
に
同

第
2
地
域
部
会
、

H
月
げ
日
に
上
西
膏
別

小
学
校
5
年
生
を
対
象
に
福
祉
出
前
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
．

障
が
い
を
も
っ
人
の
不
自
由
さ
を
体
験

し
な
が
5
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
み
、

実
際
に
ど
ん
芯
時
に
援
助
が
必
要
か
を
学

び
ま
す
。

車
イ
ス
で
は
道
路
の
微
妙
芯
傾
斜
を
ま

っ
す
ぐ
進
む
こ
と
が
難
し
い
こ
と
、
ま
た

高
齢
者
疑
似
体
験
で
は
腰
が
曲
が
る
と
高

い
位
置
の
視
野
が
無
く
な
る
、
目
の
病
気

に
よ
り
、
ぼ
や
け
て
は
っ
き
り
と
見
え
芯

崎

い
こ
と
な
ど
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

社
協
で
は
随
時
、
福
祉
出
前
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
体
験
や
、
福
祉

学
習
に
ぜ
ひ
と
利
用
く
だ
さ
い
。

間
合
世

田
0
1
5
3
1
7
5
1
2
1
4
8

ι』

ボ
ラ
シ
テ
ィ
ア
活
動

悔
力
校
内
指
定
校
ν

の
ご
飽
食

福
祉
教
育
に
取
り
組
む
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
指
定
校
」
を
と
紹
介
し
ま
す
。

O
北
海
道
別
海
高
等
学
校

J

別
高
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局
は
昭
和
引
年
に

発
足
し
、
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ツ

プ
支
援
金
活
動
」
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
コ
l
ン
・
ソ
パ
ン
ナ
ラ
君
を
支
撮
す
る

た
め
学
校
祭
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ザ
ー
や

募
金
活
動
を
行
う
ほ
か
、
「
東
日
本
大
震
災

義
援
金
」
や
「
ユ
＝
セ
フ
学
校
募
金
」
「
歳

末
た
す
げ
あ
い
運
動
」
怠
ど
の
募
金
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
自
然
環
境
保
護
活
動
や

地
域
行
事
の
手
伝
い
、
と
き
に
は
局
員
が

企
画
・
運
嘗
し
、
子
供
達
と
ゲ
ー
ム
や
工

作
を
す
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。



制
じ

E
・

E

・
－
，

咽
遣
問

日
月
市
日
曲
、
川
湯
に
お
い
て
、

引
の
名
の
参
加
に
よ
り
別
海
町
町
内
会

連
絡
協
議
会
（
薗
桓
興
三
会
長
）
の

役
員
・
町
内
会
長
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
．

水
沼
町
長
に
よ
る
別
海
町
の
現
況

と
課
題
に
つ
い
て
の
講
話
の
後
、
西

春
別
町
内
会
（
小
原
雅
＝
会
長
）
、
上

春
別
地
区
連
合
会
（
岸
本
正
明
会

長
）
が
町
内
会
活
動
に
お
U
る
工
夫

や
役
員
選
任
の
方
法
芯
ど
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

上曹別地区連合
岸本正明会長

且之



｜ 幽のおねがい

‘l~i ；恥：ri;I[ ~·flt.~~白~lflJ .1"lJ ~I rn：ミド；1回l'f主B
実施日 実 施 場 所 受付時間

1月26日開 フ クハラ別海店 12: 30～16:30 

1月27日制
陸上自衛障別海駐屯地 s:oo～12: 00 

J A道東あさひ西春別支所 13: 30～16:30 

目。 海 町 役 場
s:oo～11 :45 

1月28目的 13:00～14: 30 

北 海 道 別 海 高 等 学 校 15:00～17: 00 

J A道東あさひ本所兼別海支所 s:oo～12: 00 

1月29目的 申 書 別 庫 業 協 同 組 合 13: 30～15: 00 

コープさっぽろ べっかい店 15: 30～17: 00 

J A道東あさひ上審別支所 9:00～11 : 15 

1月30日働 鱒明治 西審別工場 13:00～14: 15 

森永乳業側別海工場 14:45～16: 00 

パート
介護員・看護師募集

【随時受付】
業務内容および募集条件
介護員～訪問介護業務

ホームヘルパー

2級資格以上
要運転免許

看護師～訪問入浴介護業務
准看護師資格以上

お問合せ
別海町社会福祉協議会

園田0153-75-2148

（平日8:45～17:30まで）
担軽陸上自衛隊別海駐屯地での献血降、自衛隊員を対象として6ります．
大変申し駅ございま世んが、一般の方I~ご逮.. 闘います． 日本赤十字社別湾町分区

女ー艦会費中西別47地区会50戸 50,000円
ヤマギシ会 20戸 10.000円

一般会費総針。.478.問 2.985.170円
己協力ありがとうございました

収
集
ボ
ラ
シ
テ
ィ
ア
ご
箇
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

別
海
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
寄
せ
ら

れ
た
リ
ン
グ
ブ
ル
は
福
祉
用
具
に
交
換
し
ま
す
。

ま
た
、
古
切
手
は
障
が
い
者
福
祉
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

リ
ン
タ
フ
ル

O
陸
上
自
衛
隊
別
海
駐
屯
地
曹
友
会
様

O
縛
伊
醸
プ
ロ
パ
ン
様

O
中
審
別
中
学
校
生
徒
会
様

公
冨
長
藤
岡
貫
之
将
君
）

宵
昂
盟
子

O
伺
伊
藤
プ
ロ
パ
ン
様

自民お鶴び
前回の会員会費中間収納状況の中で、 E実りがありましたので、訂正し

お詫び申し上げます．
大船也区協強会誤 51戸

正 46戸
45.000円
40.000円

ce称略｝
X × 

主』

× 

玉
枝
（
担
淘
緑
町
）

輝
（
別
海
川
上
町
）

興
一
（
別
海
常
盤
町
）

文
彦
（
酉
審
別
）

ー

抱

月

l

別
海
町
酪
農
女
性
の
集
い
実
行
委
員
会

（
別
海
常
盤
町
）

ヤ
マ
ギ
シ
ズ
ム
生
活
北
海
道
別
海
実
顕
地

白型淘）

秀
男
（
別
海
新
栄
町
）

和
哉
（
床
丹
）

ー

9

月

｜

坂
井
美
代
子
（
西
審
別
駅
前
西
町
）

－

m
月

｜

繍
鏑
成
喜
（
大
成
）

中
津
賢
一
（
尾
岱
沼
潮
見
町
）

天
田
麗
子
（
尾
岱
沼
港
町
｝

小
野
寺
喜
昭
（
上
審
別
）

林
正
義
（
中
西
別
）

贋
壁
稔
（
西
審
別
駅
前
相
町
）

斑
醸
俊
子
（
中
西
別
）

佃
連
子
〔
西
審
別
駅
前
錦
町
）

－

H

月

｜

木
嶋
加
寿
美
（
別
海
）

伊大渡阿
東槻遣部言葉

陸上自衛隊
別海駐屯地・友会犠

F翌墨盃晶a 『ふれあいもちつき」では久し
ぶりに見る幼児やJJ＼学生の笑顔や
しぐさが本当にめんとくて（との

言葉も懐かしし、！ ) .守聾が子もとん忽時があった忽あと思
い出しました．
老人クラブやボランティアの方も子供たちに遊びを教え

るのが本当に議しそう．足の不自由忽お子さんがお餅いっ
ぱい捻えるか怒とちょっと心毘でしたが‘ 6ばちゃん遼が
しっかり確保してくれて袋からあふれそう忽程でした．

(A) 


